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市・県民税、確定申告の申告会場、日時をお知らせします

問合先　税務課市民税担当、川越税務署☎235・9411

20歳になったら国民年金

問合先　保険年金課国民年金担当

交通遺児等援護金給付

問合先　県防犯・交通安全課☎048・830・2958

　
申
告
会
場
は
、
例
年
、
大
変
混

雑
し
ま
す
。
市
か
ら
市
・
県
民
税

申
告
書
が
届
い
た
方（
前
年
提
出

者
の
一
部
を
対
象
に
１
月
下
旬
発

送
予
定
）は
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
、
自
宅

で
申
告
書
を
作
成
し
、
郵
送
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す

る
と
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
空
調
の

効
果
が
不
十
分
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
防
寒
対
策
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
申
告
に
係
る
詳
細
は
、
２
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
全
て

の
方
が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で

な
く
、
加
入
期
間
中
の
不
慮
の
事

故
や
病
気
に
よ
る
障
害
、
万
一
の

死
亡
な
ど
へ
の
保
障
を
含
ん
で
い

る
制
度
で
す
。

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
ま
た
は

当
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

加
入
の
届
出
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
20
歳
前
に
就
職
し
て

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
埼
玉
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等（
※
）を
対
象
に
、
援
護
金
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
年

額
10
万
円

給
付
時
期
　
平
成
31
年
５
月
上
旬

（
４
月
末
ま
で
に
「
給
付
決
定
通

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
に
は
、「
学
生
納
付
特
例
」や「
納

付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い（
学
生
納
付
特
例

を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
学
生
証
な

ど
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

※
若
葉
駅
前
出
張
所
お
よ
び
各
市

民
セ
ン
タ
ー
で
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。

知
書
」
を
送
付
）

申
請
先
　
市
役
所
お
よ
び
学
校
な

ど
で
配
布
す
る
申
請
書
に
記
入
し
、

１
月
31
日
㈭
ま
で
に
持
参
ま
た
は

郵
送（
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

〒
330
―
０
０
６
３
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
２
―
６
―
18
　
☎

０
４
８・８
２
２・０
１
９
１
）

※
交
通
事
故（
陸
海
空
す
べ
て
の

交
通
機
関
の
運
行
に
よ
り
生
じ
た

事
故
）に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い

障
害
を
負
っ
た
保
護
者
に
養
育
さ

れ
て
い
る
平
成
12
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
お
よ
び
児

童
・
生
徒

会　場 受付日 受付時間

東市民センター
2月07日（木）

9時30分～11時30分、
13時30分～16時

2月08日（金）

西市民センター 2月12日（火）

大橋市民センター
2月13日（水）

2月14日（木）

鶴ヶ島市役所 
1階ロビー受付会場

2月16日(土)～3月15日(金)  
※日曜日は受付をしません。

平日 
9時～11時 
13時30分～16時
土曜日 
9時～11時

川越税務署
(川越市並木452－2)
※駐車場が狭いため混雑
しますので、公共交通機
関をご利用ください。

2月18日(月)～3月15日(金)
※平日のみ受付。
ただし、2月24日(日)および
3月3日(日)は受付

相談時間
9時～16時
(受付8時30分～)
※提出は17時まで

給付対象となる
同居世帯の総所得額

給付対象の
子どもの人数

同居世帯の
総所得額

1人 274万円以下

2人 312万円以下

3人 350万円以下

4人 388万円以下

5人以上 426万円以下

6

市役所その他施設勤務（提出先　人事課／市役所3階）

職　種 報　酬 週の勤務日数
（1日の勤務時間） 必要な資格・経験など 主な職務内容 問合先

事務職員
（学校勤務を除く）

時給905円 週5日（7.5時間） 特になし パソコン入力、窓口業務など 人事課月額14万4000円 ※業務により異なる

児童厚生員 時給980円 週2.5日（6.5～7.5時間） 保育士、教員免許のある方 子どもの遊びの指導、子育て支援 脚折児童館
☎287・0270

赤ちゃん訪問員 時給1600円 週4日（6時間） 助産師・保健師・看護師・保育士 乳児のいる家庭に対する、全戸訪問  保健センター
☎271・2745助産師 時給1700円 週5日（7時間） 助産師 妊娠、出産および育児に関する相談支援

公立保育所勤務（提出先　こども支援課／市役所1階)

職　種 報　酬 週の勤務日数
（1日の勤務時間） 勤務場所 必要な資格・経験など 問合先

保育士 月額17万1000円 週5日（7.5時間）
鶴ヶ島保育所
鶴ヶ島東部保育所
富士見保育所

保育士※

こども支援課

用務員 月額14万4000円 週5日（7.5時間） 特になし
栄養士 月額21万5000円 週5日（7.5時間） 栄養士
保育補助員 時給970円 週5日（2～6時間） 保育に熱意がある方
看護師 時給1470円 週5日（7.5時間） 看護師
調理員 月額14万6000円 週5日（7.5時間) 鶴ヶ島東部保育所 調理が好きな方※
児童指導員 時給1500円 週5日（7時間） 発育支援センター 保育士児童指導補助員 時給1080円 週5日（7時間）
※保育士・調理員は、4時間程度の土曜日出勤が月1回程度あります。

小中学校・教育センター（提出先　教育総務課／市役所5階）

職　種 報　酬 週の勤務日数
（1日の勤務時間） 勤務場所 必要な資格・経験など 問合先

事務職員 時給905円 週5日（5.5時間）鶴ヶ島第一小学校
鶴ヶ島第二小学校
新町小学校・杉下小学校
長久保小学校・栄小学校・
藤小学校・南小学校

鶴ヶ島中学校・藤中学校
富士見中学校・西中学校
南中学校

パソコンができる方
学校教育課学習支援員 時給1070円 週5日（7時間） 教員免許を有する方

小学校算数学力向上支援員 時給905円 週4日（2時間） 算数の基礎的な内容を児童に教えることができる方

学級運営補助員 時給950円 週5日（7時間） 学校教育に理解があり、学校の教育方針に従って
職務に専念できる方 教育センター

☎287・3858
さわやか相談員 時給1070円 週5日（5時間） 学校教育に理解があり、相談に関しての知識や経

験を有する方

事務職員（スクールサポートスタッフ） 時給905円 週5日（7時間） 上記学校のうちいずれか4校 小テストなどの採点や学校行事の準備補助などを行う 学校教育課
教育相談員 月額15万1000円 週5日（7.5時間)  教育センター 

学校教育に理解があり、相談に関しての知識や経
験を有する方

教育センター
☎287・3858

小学校巡回相談員 時給950円 週5日（7.5時間）上記小学校を巡回
中学校巡回相談員 時給950円 週5日（7.5時間）上記中学校を巡回
臨時講師 時給950円 週5日（7.5時間）教育センターおよび上記の小中学校

教員免許を有する方
アペルト指導員（適応指導教室）時給950円 週5日（7.5時間）教育センター
看護師 時給1470円 週2.5日（7時間）鶴ヶ島第一小学校 看護師免許を有する方

介助員 時給1040円 週5日（7時間） 南中学校 学校教育に理解があり、障害者施設などにおいて
介助の経験を有する方

いじめ等対応支援員 時給1600円 週4日（7.5時間）上記の小中学校 教職経験および管理職経験などがあり、学校教育
に深い理解と情熱のある方

司書 時給920円 週5日（4時間） 上記の小中学校 司書、司書教諭の有資格者または、資格取得予定者 生涯学習スポーツ課
※長期休業日があるときは勤務日数が変則になります。

　
市
で
は
、
下
記
の
職
種
に
つ
い

て
、
一
般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て

登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。
欠
員
が

生
じ
た
際
に
、
登
録
者
の
中
か
ら

面
接
試
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
登
録
は
随
時
行
い
ま
す
が
、
４

月
１
日
か
ら
の
勤
務
に
つ
い
て

は
、
１
月
25
日
㈮
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
　

報
酬
　
月
額
ま
た
は
時
間
額
で
支

給（
下
記
は
平
成
30
年
度
実
績
）

任
用
期
間
　
最
長
１
年（
勤
務
実

績
に
よ
り
再
度
の
任
用
あ
り
）

通
勤
費
　
通
勤
距
離
・
勤
務
日
数

に
応
じ
て
支
給

保
険
　
勤
務
時
間
に
応
じ
て
社
会

保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入

申
込
み
　
人
事
課
で
配
布
す
る
登

録
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
要
件
が
必
要

な
職
種
は
、
資
格
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
、
提
出
先
へ
直
接
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
職
種
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
希
望
職
種
を
明
記
し
、
第

一
希
望
の
職
種
の
提
出
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
に
職
務
履
歴
が
収
ま

ら
な
い
場
合
は
、
別
紙
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

一般職非常勤職員の登録者を募集します

問合先　人事課人事担当
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2月14日（木）

鶴ヶ島市役所 
1階ロビー受付会場

2月16日(土)～3月15日(金)  
※日曜日は受付をしません。

平日 
9時～11時 
13時30分～16時
土曜日 
9時～11時

川越税務署
(川越市並木452－2)
※駐車場が狭いため混雑
しますので、公共交通機
関をご利用ください。

2月18日(月)～3月15日(金)
※平日のみ受付。
ただし、2月24日(日)および
3月3日(日)は受付

相談時間
9時～16時
(受付8時30分～)
※提出は17時まで

給付対象となる
同居世帯の総所得額

給付対象の
子どもの人数

同居世帯の
総所得額

1人 274万円以下

2人 312万円以下

3人 350万円以下

4人 388万円以下

5人以上 426万円以下
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問合先　安心安全推進課防災担当

｢災害発生！｣に備え歯科医療救護協定を締結

問合先　安心安全推進課防災担当

おめでとうございます
問合先　こども支援課子育て支援担当、政策推進課統計担当、
　　　　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
10
月
25
日
、
鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸

鶴
ヶ
島
歯
科
医
師
会
は
、
大
地
震

な
ど
の
災
害
時
に
歯
科
医
療
救
護

活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
地
震
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

坂
戸
鶴
ヶ
島
歯
科
医
師
会
が
市
民

の
歯
科
に
関
す
る
応
急
処
置
や
口

腔
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
歯
を
私
た
ち

の
身
近
な
歯
科
医
師
が
守
り
ま
す
。

旭
日
双
光
章

　

　
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
是こ
れ

枝え
だ

く
み
子こ

さ
ん（（
公
財
）

埼
玉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会

長
）が
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
母

子
寡
婦
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

　
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
羽は

田た

野の

公き
み

子こ

さ
ん（
市
統
計

調
査
員
）が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
統

計
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査
業
務

に
従
事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
け
る

知
事
表
彰

　
11
月
27
日
、石い
し
澤ざ

わ
優ゆ

う
子こ

さ
ん（
藤

金
）が
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

に
お
け
る
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
　

　
こ
れ
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員（
主
任
児
童
委
員
）と
し
て
長
年

（
14
年
以
上
）に
わ
た
り
、
地
域
福

祉
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
33
年
３
月
末
ま

で
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
工
事
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
、
整
備
工
事
を

１
月
中
旬
か
ら
開
始
し
ま
す
。
天

候
に
よ
り
、
工
事
予
定
期
間
が
前

後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

　
な
お
、
工
事
作
業
中
は
子
局
か

ら
の
放
送
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
お
願
い

　
作
業
中
は
、
周
辺
へ
の
安
全
管

理
に
は
十
分
配
慮
を
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名称 住所 工事予定期間 備考
市役所(親局：無線通信システム) 三ツ木16-1 1月14日 午前中 ※1
市役所(子局：スピーカー付き鉄塔) 三ツ木16-1 1月12日
新町小学校 新町4-25-1 1月16日
町屋自治会集会所 町屋138-2 1月17日～21日 ※2
はなみずき公園 下新田621-312 1月18日～22日 ※2
旧一本松土地区画整理事務所 中新田343 1月23日
原山公園 脚折町4-8-24 1月24日～28日 ※2
上新田日枝神社 上新田104 1月25日～29日 ※2
鶴ヶ丘西公園 鶴ヶ丘116-1 1月30日
※1 親局の工事のため市内全域で防災無線が使用できなくなります
※2 柱も交換する子局は工事期間が長くなっています

放
送
内
容
の
確
認
方
法
な
ど

防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

放
送
内
容
を
音
声
に
よ
り
確
認
で
き

ま
す
。☎
２
７
１・１
７
１
７（
有
料
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

放
送
内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

休
日
な
ど
は
放
送
内
容
の
反
映
ま

で
に
多
少
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

市
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

放
送
内
容
を
文
字
に
よ
り
確
認
で

き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

つ
る
が
し
ま
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
災

害
や
防
犯
な
ど
の
情
報
を
受
信
で
き

ま
す（
見
守
り
放

送
、
夕
焼
け
放
送

な
ど
は
除
く
）。

防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
受
信
終
了

　
現
在
お
持
ち
の
防
災
ラ
ジ
オ

は
、
平
成
33
年
３
月
末
の
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
の
完
了
に
伴
い
、

防
災
放
送
の
受
信
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
工
事
完
了
後
も
Ｆ
Ｍ
／

Ａ
Ｍ
放
送
の
受
信
や
懐
中
電
灯
と

し
て
は
使
用
で
き
ま
す
。

市HP

市ツイッター

市フェイスブック市メルマガ
※新元号の発表までの間、「平成」表記とします

8

平成31年度小中学校入学説明会を行います

問合先　学校教育課学務担当

　
平
成
31
年
４
月
に
新
た
に
市
内

の
小
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
し
た

入
学
説
明
会
を
左
記
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

※
お
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

平成31年鶴ヶ島市成人式

問合先　東市民センター☎286･3357

家屋を取り壊したら届け出を

問合先　税務課資産税担当

日
時  

１
月
13
日
㈰
式
典
／
14
時
～
、

成
人
者
の
つ
ど
い
／
14
時
30
分
～

対
象  

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
手
話
通
訳
者
を
各
会
場
に
配
置

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
な
ど
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
30

年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
税
務
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
認
印
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

し
ま
す
。

※
成
人
者
の
つ
ど
い
は
、
各
会
場

の
実
行
委
員
が
企
画
し
、
実
施
す

る
も
の
で
、
当
時
の
恩
師
を
招
い

て
の
歓
談
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
、
滅
失
登
記

を
し
た
場
合
は
、
法
務
局
か
ら
市

役
所
に
通
知
さ
れ
ま
す
の
で
、
届

け
出
は
不
要
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
中
に
家
屋
を

新
・
増
築
し
、
家
屋
調
査
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

小学校名 日　　付 受付時間 開始時間 問合先

鶴ヶ島第一小学校 1月29日（火） 13時10分～ 13時30分～ ☎286・0214

鶴ヶ島第二小学校 1月31日（木） 14時～ 14時10分～ ☎285・1878

新町小学校 2月01日（金） 13時30分～ 13時50分～ ☎285・6598

杉下小学校 1月30日（水） 14時～ 14時20分～ ☎286・9536

長久保小学校 1月31日（木） 13時30分～ 14時～ ☎286・2160

栄小学校 1月25日（金） 13時10分～ 13時30分～ ☎286・2158

藤小学校 1月30日（水） 13時30分～ 14時～ ☎285・6220

南小学校 1月29日（火） 13時20分～ 13時40分～ ☎286・0991

中学校名 日　　付 受付時間 開始時間 問合先

鶴ヶ島中学校 1月30日（水） 14時30分～ 14時45分～ ☎286・0234

藤中学校 2月01日（金） 13時40分～ 14時～ ☎286・9546

富士見中学校 2月01日（金） 14時15分～ 14時30分～ ☎285・9816

西中学校 2月14日（木） 13時45分～ 14時～ ☎286・1481

南中学校 1月25日（金） 13時40分～ 14時～ ☎286・1491

会　場 対　象

北市民センター 鶴ヶ島中学校区の方

西市民センター 西中学校区の方

大橋市民センター 南中学校区の方

南市民センター 藤中学校区の方

富士見市民センター 富士見中学校区の方

※案内はがきを11月下旬に発送しました。はがきが届かなかった方は、
ご連絡ください。なお、はがきをお持ちでなくても、成人式にはご参
加いただけます。

飲んだら乗るな。乗るならつるバス・つるワゴン

成人おめでとうございます。大人になるとお酒が飲める
ようになりますね。お酒を飲んだら、車の運転はできま
せん。自転車も同様です。そんなときは、ぜひつるバス・
つるワゴンを利用してください。つるバスは、若葉駅西
口発20時50分まで運行しています。
飲酒運転は、絶対にしない！させない！
問合先　都市計画課交通政策担当



9 Tsurugashima　2019.01

市政情報

防災行政無線デジタル化整備工事のお知らせ

問合先　安心安全推進課防災担当

｢災害発生！｣に備え歯科医療救護協定を締結

問合先　安心安全推進課防災担当

おめでとうございます
問合先　こども支援課子育て支援担当、政策推進課統計担当、
　　　　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
10
月
25
日
、
鶴
ヶ
島
市
と
坂
戸

鶴
ヶ
島
歯
科
医
師
会
は
、
大
地
震

な
ど
の
災
害
時
に
歯
科
医
療
救
護

活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、

「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
地
震
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

坂
戸
鶴
ヶ
島
歯
科
医
師
会
が
市
民

の
歯
科
に
関
す
る
応
急
処
置
や
口

腔
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
歯
を
私
た
ち

の
身
近
な
歯
科
医
師
が
守
り
ま
す
。

旭
日
双
光
章

　

　
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
是こ
れ

枝え
だ

く
み
子こ

さ
ん（（
公
財
）

埼
玉
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会

長
）が
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
母

子
寡
婦
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

瑞
宝
単
光
章

　

　
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
、
羽は

田た

野の

公き
み

子こ

さ
ん（
市
統
計

調
査
員
）が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
統

計
調
査
員
と
し
て
統
計
調
査
業
務

に
従
事
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
に
お
け
る

知
事
表
彰

　
11
月
27
日
、石い
し
澤ざ

わ
優ゆ

う
子こ

さ
ん（
藤

金
）が
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会

に
お
け
る
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
　

　
こ
れ
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員（
主
任
児
童
委
員
）と
し
て
長
年

（
14
年
以
上
）に
わ
た
り
、
地
域
福

祉
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
33
年
３
月
末
ま

で
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
工
事
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
、
整
備
工
事
を

１
月
中
旬
か
ら
開
始
し
ま
す
。
天

候
に
よ
り
、
工
事
予
定
期
間
が
前

後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

　
な
お
、
工
事
作
業
中
は
子
局
か

ら
の
放
送
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
お
願
い

　
作
業
中
は
、
周
辺
へ
の
安
全
管

理
に
は
十
分
配
慮
を
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

名称 住所 工事予定期間 備考
市役所(親局：無線通信システム) 三ツ木16-1 1月14日 午前中 ※1
市役所(子局：スピーカー付き鉄塔) 三ツ木16-1 1月12日
新町小学校 新町4-25-1 1月16日
町屋自治会集会所 町屋138-2 1月17日～21日 ※2
はなみずき公園 下新田621-312 1月18日～22日 ※2
旧一本松土地区画整理事務所 中新田343 1月23日
原山公園 脚折町4-8-24 1月24日～28日 ※2
上新田日枝神社 上新田104 1月25日～29日 ※2
鶴ヶ丘西公園 鶴ヶ丘116-1 1月30日
※1 親局の工事のため市内全域で防災無線が使用できなくなります
※2 柱も交換する子局は工事期間が長くなっています

放
送
内
容
の
確
認
方
法
な
ど

防
災
無
線
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

放
送
内
容
を
音
声
に
よ
り
確
認
で
き

ま
す
。☎
２
７
１・１
７
１
７（
有
料
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

放
送
内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

休
日
な
ど
は
放
送
内
容
の
反
映
ま

で
に
多
少
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

市
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

放
送
内
容
を
文
字
に
よ
り
確
認
で

き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。

つ
る
が
し
ま
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
と
災

害
や
防
犯
な
ど
の
情
報
を
受
信
で
き

ま
す（
見
守
り
放

送
、
夕
焼
け
放
送

な
ど
は
除
く
）。

防
災
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
受
信
終
了

　
現
在
お
持
ち
の
防
災
ラ
ジ
オ

は
、
平
成
33
年
３
月
末
の
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
の
完
了
に
伴
い
、

防
災
放
送
の
受
信
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
工
事
完
了
後
も
Ｆ
Ｍ
／

Ａ
Ｍ
放
送
の
受
信
や
懐
中
電
灯
と

し
て
は
使
用
で
き
ま
す
。

市HP

市ツイッター

市フェイスブック市メルマガ
※新元号の発表までの間、「平成」表記とします
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大きな火災が増加しています ～火の元に注意しましょう～

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部予防課☎281･3117

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
10
月
に
お
け
る

鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
の
建
物
火
災
の
件

数
は
14
件
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
件

増
加
し
ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト

①
衣
類
な
ど
可
燃
性
の
も
の
の
近
く
で

は
使
用
し
な
い（
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗

濯
物
を
乾
燥
さ
せ
る
と
落
下
し
た
と

き
、
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

②
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ
・

ヒ
ー
タ
ー
の
上
や
近
く
に
置
か
な
い

（
放
射
熱
や
熱
伝
導
で
過
熱
さ
れ
、
缶

の
内
圧
が
上
昇
し
て
破
裂
し
、
爆
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

③
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す（
寝
返
り
な
ど
で
布
団
が
ス

ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に
接
触
し
て

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

④
ス
ト
ー
ブ
・
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
長
期

間
使
用
し
な
い
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
く

電
気
コ
ー
ド
火
災
を

防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
、
特
に
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
定
期
的
に
清
掃
す
る

②
差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
く
と
き
は
、
プ
ラ
グ
本
体
を
も
っ

て
抜
く

③
電
気
コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具

な
ど
の
下
敷
き
に
注
意
す
る

④
電
気
コ
ー
ド
は
束
ね
て
使
用
し
な
い

⑤
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め
ら
れ
た
容

量
内
で
使
用
す
る

飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

～
法
令
改
正
の
お
知
ら
せ
～

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸

魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を

受
け
、
今
ま
で
消
防
法
令
で
消
火
器

設
置
の
義
務
が
な
か
っ
た
延
べ
面
積

１
５
０
㎡
未
満
の
飲
食
店
に
対
し
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
消
火
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
消
火
器
の
設
置
が

必
要
と
な
る
飲
食
店

　
飲
食
店
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
場
合
は
、
消
防
法
施
行
令
第

10
条
に
基
づ
き
、
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

⑴
　
建
物
の
延
べ
面
積
が
１
５
０
㎡

未
満

※
建
物
全
体
の
面
積
が
１
５
０
㎡
以

上
の
場
合
は
、
従
前
か
ら
設
置
が
必

要
で
す
。

⑵
　
業
と
し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る

た
め
、
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
を
使
用
す

る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
て
い
る

※
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具

に
、
防
火
上
有
効
な
措
置（
調
理
油

過
熱
防
止
装
置
な
ど
）が
講
じ
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
・
結
果
報
告

　
今
回
の
消
防
法
令
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
設
置
し
た
消
火
器
は
、
消
防

法
第
17
条
の
３
の
３
に
基
づ
き
、
６

か
月
ご
と
に
１
回
点
検
し
、
１
年
に

１
回
消
防
本
部
に
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
り
ま
す
。

着衣着火を防ぐポイント
・こんろの上にある調味料などを
取るときは、火を消す
・こんろの火が鍋などの底からは
み出さないように火力調整する
・調理時は、マフラーやストール
をしない
・防炎製品のエプロンやアームカ
バーを使う

平成29年全国出火原因ワースト3
（全国出火件数3万9373件）

・グリル内の残り油にも注意する

第3位　こんろ　3032件（7.7％）

第1位　たばこ　3712件（9.4％）

・ゴミは決められた日の朝に出す
・敷地内に不審者が侵入できない
ようにする

第2位　放火　3528件（9.0％）

10

大雪への備えは万全ですか？

問合先　安心安全推進課防災担当

　
平
成
26
年
2
月
に
は
、
予
想
を

超
え
る
大
雪
が
降
り
、
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
30
年
１
月
に
も
市
内
で
20
㎝

を
超
え
る
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

雪
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
事
前
の

準
備
が
重
要
で
す
。
自
宅
周
辺
な

ど
早
期
に
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ラ
ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
の
点
検
を

　
テ
ラ
ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
は
、

雪
の
重
み
に
よ
る

倒
壊
を
避
け
る
た

め
、
補
助
棒
で
支

え
る
な
ど
し
て
、

大
雪
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

雪
か
き
道
具
を
準
備
し
よ
う

　
積
雪
時
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
雪
か
き
道

具
が
品
切
れ
に
な

り
や
す
い
た
め
、

雪
が
降
る
前
に
、

雪
か
き
道
具
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

雪
害
対
策
は
し
っ
か
り
と

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
不
要
不
急
な
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う

・
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
際

は
、
チ
ェ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
、
ゆ
っ
く
り
と

走
る
、
車
間
距
離

を
十
分
に
と
る
、

急
ブ
レ
ー
キ
や
急

ハ
ン
ド
ル
を
避
け

る
、
な
ど
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

・
降
雪
に
よ
り
路
面
が
滑
り
や
す

く
転
倒
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

歩
幅
を
小
さ
く
、

足
の
裏
全
体
を
路

面
に
つ
け
る
よ
う

心
が
け
て
歩
き
ま

し
ょ
う

自
宅
周
辺
や
道
路
の
雪
か
き
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

・
雪
か
き
を
す
る

際
は
、
複
数
人
で

行
い
、
子
ど
も
や

通
行
人
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

・
雪
か
き
は
降
り
始
め
か
ら
こ
ま

め
に
行
い
ま
し
ょ
う

・
テ
ラ
ス
や
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
の

雪
下
ろ
し
を
定
期
的
に
行
い
、
被

害
が
大
き
く
な
る
の
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う

・
高
い
場
所
の
雪

下
ろ
し
に
は
転
落

に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う

施設の愛称「龍
りゅう

蛇
だ

ふる里会館」に決定

問合先　生涯学習スポーツ課文化財担当☎285・2194

いのち支える自殺対策計画(素案)への意見を募集します

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

　「
脚
折
雨
乞
」
の
実
施
さ
れ
る

年
以
外
で
も
雨
乞
行
事
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
龍
蛇

製
作
の
技
術
を
保
存
・
継
承
し
て

い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
の

建
設
を
平
成
31
年
3
月
末
を
目
途

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
名
称（
愛
称
）を
夏

休
み
の
宿
題
と
し
て
、
市
内
の
小

学
生
よ
り
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
翠み

簾す

野の

慎し
ん

吾ご

さ
ん（
長
久
保
小
学
校

5
年
生
）に
よ
る
「
龍
蛇
ふ
る
里

会
館
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
生
き
心
地
の
よ

い
鶴
ヶ
島
を
目
指
し
、
自
殺
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
鶴
ヶ
島
市
い
の

ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画
」（
素

案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

計
画
案
の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、

女
性
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間

１
月
７
日
㈪
～
２
月
６
日
㈬

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意
見

（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送（
〒
350
―
２
２
９
２

住
所
不
要
）、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
5

２
７
１・
１
１
９
０
、
メ
ー
ル

10500030@
city.tsuruga

shim
a.lg.jp

で
障
害
者
福
祉
課
へ

※
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意
見

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

完成イメージ図
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大きな火災が増加しています ～火の元に注意しましょう～

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部予防課☎281･3117

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
10
月
に
お
け
る

鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
の
建
物
火
災
の
件

数
は
14
件
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
６
件

増
加
し
ま
し
た
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
と
き
の

ポ
イ
ン
ト

①
衣
類
な
ど
可
燃
性
の
も
の
の
近
く
で

は
使
用
し
な
い（
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗

濯
物
を
乾
燥
さ
せ
る
と
落
下
し
た
と

き
、
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

②
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ
・

ヒ
ー
タ
ー
の
上
や
近
く
に
置
か
な
い

（
放
射
熱
や
熱
伝
導
で
過
熱
さ
れ
、
缶

の
内
圧
が
上
昇
し
て
破
裂
し
、
爆
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

③
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す（
寝
返
り
な
ど
で
布
団
が
ス

ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
に
接
触
し
て

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

④
ス
ト
ー
ブ
・
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
を
長
期

間
使
用
し
な
い
と
き
に
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
く

電
気
コ
ー
ド
火
災
を

防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
、
特
に
隠
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
定
期
的
に
清
掃
す
る

②
差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
抜
く
と
き
は
、
プ
ラ
グ
本
体
を
も
っ

て
抜
く

③
電
気
コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、
家
具

な
ど
の
下
敷
き
に
注
意
す
る

④
電
気
コ
ー
ド
は
束
ね
て
使
用
し
な
い

⑤
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
決
め
ら
れ
た
容

量
内
で
使
用
す
る

飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

～
法
令
改
正
の
お
知
ら
せ
～

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸

魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模
火
災
を

受
け
、
今
ま
で
消
防
法
令
で
消
火
器

設
置
の
義
務
が
な
か
っ
た
延
べ
面
積

１
５
０
㎡
未
満
の
飲
食
店
に
対
し
、

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
消
火
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
消
火
器
の
設
置
が

必
要
と
な
る
飲
食
店

　
飲
食
店
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
場
合
は
、
消
防
法
施
行
令
第

10
条
に
基
づ
き
、
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

⑴
　
建
物
の
延
べ
面
積
が
１
５
０
㎡

未
満

※
建
物
全
体
の
面
積
が
１
５
０
㎡
以

上
の
場
合
は
、
従
前
か
ら
設
置
が
必

要
で
す
。

⑵
　
業
と
し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る

た
め
、
こ
ん
ろ
な
ど
の
火
を
使
用
す

る
設
備
ま
た
は
器
具
を
設
け
て
い
る

※
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具

に
、
防
火
上
有
効
な
措
置（
調
理
油

過
熱
防
止
装
置
な
ど
）が
講
じ
ら
れ

て
い
る
場
合
は
、
消
火
器
の
設
置
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
・
結
果
報
告

　
今
回
の
消
防
法
令
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
設
置
し
た
消
火
器
は
、
消
防

法
第
17
条
の
３
の
３
に
基
づ
き
、
６

か
月
ご
と
に
１
回
点
検
し
、
１
年
に

１
回
消
防
本
部
に
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
と
な
り
ま
す
。

着衣着火を防ぐポイント
・こんろの上にある調味料などを
取るときは、火を消す
・こんろの火が鍋などの底からは
み出さないように火力調整する
・調理時は、マフラーやストール
をしない
・防炎製品のエプロンやアームカ
バーを使う

平成29年全国出火原因ワースト3
（全国出火件数3万9373件）

・グリル内の残り油にも注意する

第3位　こんろ　3032件（7.7％）

第1位　たばこ　3712件（9.4％）

・ゴミは決められた日の朝に出す
・敷地内に不審者が侵入できない
ようにする

第2位　放火　3528件（9.0％）
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Infor-
mation

◆国民健康保険税第7期
◆介護保険料第7期
◆後期高齢者医療保険料第7期

住基ネットシステムの機器入れ替
えのため、マイナンバーカードの
交付やカードを利用した特例転入
などの手続きはできません。詳細
はお問い合わせください。
問　市民課住民記録担当

子どもから高齢者、障害者の方が安
全、快適に利用していただけるよう
トイレをリニューアルしました。工
事期間中は、大変ご不
便をお掛けし、申し訳
ありませんでした。
【リニューアル内容】
■男子トイレ、女子トイレとも洋
式便座に取り替え
■多目的トイレを設置
■壁面および屋根の塗装
公園トイレはみんなのトイレです
ので、大切にご使用ください。
問　都市施設保全課公園保全担当

お知らせ
今月の納期

1月26日（土）はマイナンバー 
関連業務を停止します

脚折近隣公園トイレを 
リニューアルしました

対　65歳未満の健康で明るい方
職種　①用務員②延長保育補助員
期　随時～3月31日まで（継続可能）
勤務時間　①8時30分～17時（月
～金曜日の週5日）②7時30分～9
時30分または16時～18時（月～
金曜日の週5日）
勤務場所　①富士見保育所②鶴ヶ
島保育所・富士見保育所
定　①1人②数名
報　 ① 月 額14万4000円 ② 時 給
970円　※通勤手当は通勤距離と
日数に応じて支給
他　一定の勤務日数・時間により、
社会保険などの加入あり
申 問　市の登録用紙（写真添付）、
保育士有資
格者は資格
証の写しを
持 参 の 上、
こども支援
課保育担当
へ

募　　集
公立保育所非常勤職員

対　市内在住の20歳以上（平成31
年4月1日現在）の方で、交通安全
に熱意のある方
採用予定日　4月1日
任期　4月1日 ～ 平 成32年3月31
日まで（再任可）
職務内容　小中学生登校時の立哨
指導、各小学校における交通安全
教室や交通安全啓発活動など
募集人数　5人
報　日額3000円
試験方法　面接試験（2月1日（金）
予定、時間などは後日連絡します）
申　1月7日（月）から25日（金）ま
でに受験申込書へ記入の上、志望
理由書（400字原稿用紙1枚程度）
を添えて、安心安全推進課へ。申
込書は、安心安全推進課窓口、各
市民センターおよび若葉駅前出張
所で配布。また、市ホームページ
からもダウンロードできます。
問　安心安全推進課交通安全・防
犯担当

交通指導員

イベント

日　1月4日(金)9時受付開始（雨天決行）
場　新町小学校
内　スタンプを集めながら4kmを歩きスタンプの得点で順位を決めま
す。新春の自然を見ながら、気持ちのいい1年を始めませんか。
定　30組（1～4人のチーム100人まで）
料　無料
他　参加賞、1位～5位に賞品あり
申　不要。運動のできる服装で当日直接会場へ
問　生涯学習スポーツ課市民スポーツ担当または市レクリエーション
協会・田

た
口
ぐち

☎285・9107
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鶴ヶ島文化祭の優秀作品を紹介します

問合先　生涯学習スポーツ課社会教育担当
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鶴
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者

家族の肖像




